
取扱説明書
CRD-��PYT�C�

炊飯器

注意事項：本製品をご使用になる前に、この取扱説明書をよくお読みになり、
大切に保管してください。製品改良のため、デザインおよび仕様は予告なく
変更されることがあります。詳細については、販売店またはメーカーにお問
い合わせください。
上記の図はイメージです。実際の製品の外観を基準としてご確認ください。
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製品概要
部品名称

蒸し器

内鍋

内ぶた

外ぶた

炊飯器本体

電源コード

�

部品リスト

内鍋 蒸し器 計量カップ しゃもじ

注意
本マニュアルに掲載されているすべての図は説明の目的のみのために使用されています。
実際の製品と図に表示されている内容との不一致がある場合は、実際の製品が優先されます。



炊飯のしかた

予約

例：�時間後に炊飯が完了するように予約します。

�. 米と水を準備します。洗った米を内なべに入れ、
米の量に応じて適切な水位を選びます。

�. ふたを閉めた後、メニュー ボタン
を押して機能を選択します。

�. 調理完了のタイマーを設定します。 �. 調理を開始
「スタート」ボタンを押します。指定
された時間に調理が完了します。

�. 調理をキャンセルする
「取り消し」ボタンを押すと選
択した調理機能がキャンセルされます。

�

予約ボタンを押すと、時間表示が点滅しま
す。もう一度予約ボタンを押して、表示さ
れている予約時間を合わせてください。



�

注意
�. プリセットタイマーモードで表示される時間は、調理開始から完了までの所要時間です。

�. また、プリセット時間は��時間を超えないことを推奨します。それを超えると、ご飯の臭
いが発生する可能性があります。

�.  選択した調理機能の予約時間は、その機能に必要な調理時間以上である必要があります。
例えば、「お粥」機能の予約時間が�時間未満の場合、調理時間は�時間なので、すぐに
調理が開始されます。



操作説明

操作部

�



機能 機能の確認

使用方法

米 - 水の比率
�. 製品に付属の計量カップを使用して米を計量します。

�カップの米は約�杯分の米を調理でき
ます（碗の縁の直径は約��.�cm です）

正しい測る方

�. 最大 �.� 杯の米を炊くことができます。それ以上を炊くと、米が溢れたり、あるいは不十分に
炊けたりする可能性があります。

キャンセル / 温め

タイマー：調理完了時間を設定します。

素早く調理できる機能のワンタッチ起動。

メニュー: [メニュー]ボタンを押してLEDを順次切り替えます。

開始

カップの縁よりも高さが低
いまたは高いと、水の量が

正確に調節されません
米はカップの縁と
同じ高さにします

注意

��



早炊き調理手順

内釜の水位線の右側

�カップの米 内釜水位線

注意：米の量によって調理時間が異
なります。

説明

米と水の比率
�. �. 

��

�合の米を炊く場合を例にすると、洗
った米を内釜に入れ、対応する水位線
�まで水を加えます（水位線は実際の
製品の表示に従ってください）。

米�計量カップに対して、炊き上がりは
約��.�センチの茶碗�杯分となります

�. 米の計量と洗浄
製品に付属の計量カップを使用して米を計量し、よく米を洗います。

�. 水を加える
下側の画像における水位に従って水を加えます

�. 調理する
炊飯器の蓋を閉め、「早炊き」ボタンを押します。調理モードに入ります。
約��分後、調理が完了し、自動的に保温モードに移行します。



��

調理方法

白米

無洗米

�. 付属の計量カップを使用して、米を内なべに入れてください。

�. 十分な水で素早く混ぜ、水が澄むまで流してください。このステップを�回以上繰り返します。

�. 炊く米の量に応じて適量の水を加えます（内なべ上の白米水位目安まで）。

�. 内なべの外側の水滴をふき取り、炊飯器にセットします。内なべの外側と縁に米がついていない
ことを確認し、蓋を閉じます。

�. 電源コードをコンセントに差し込みます。

�. 初期設定中、" スタート " ボタンを押して炊飯を開始します。または、" メニュー " ボタンを使
用して " 白米 " を選択し、次に " スタート" ボタンを押します。

�. 「ビープ音」が鳴り、ディスプレイのライトが一周回って表示された後、残り時間が表示されま
す。これは調理プロセスが開始されたことを示します。

�. 米が炊けたら、ブザーが鳴り、炊飯器は自動的に保温モードに切り替わります。

�. 調理後、蓋を開け、米をよく混ぜることを確認してください。

��. 米を取り出したら、炊飯器の電源プラグを抜いてください。

�. 付属の計量カップを使用して、米を内なべに入れてください。

�. 炊飯する米の量に応じて、適切な量の水を加えてください（内鍋の玄米の水位目盛りまで）。

�. 内なべの外側の水滴をふき取り、炊飯器にセットします。内なべの外側と縁に米がついていない
ことを確認し、蓋を閉じます。

�. 電源コードをコンセントに差し込みます。

�. "メニュ" ボタンを押し、「無洗米」機能を選択し、その後「スタート」ボタンを押して調理を開
始します。

�. 「ビープ音」が鳴り、ディスプレイのライトが一周回って表示された後、残り時間が表示されま
す。これは調理プロセスが開始されたことを示します。



��

注意

注意

雑穀米

�. 米が炊けたら、ブザーが鳴り、炊飯器は自動的に保温モードに切り替わります。

�. 米を取り出したら、炊飯器の電源プラグを抜いてください。

�. 内鍋の最大目盛りを超えて米と水を入れないでください。
�. 個人の好みに応じて、米と水の比率を調整することができます。
�. 米を�時間以上保温しないでください。

�. 附属の計量カップを使用して、雑穀米をボウルに加えて温水に�～�時間つけておきます。

�. つけておいた雑穀米を内なべに入れてください。

�. 十分な水で素早く混ぜ、水が澄むまで流してください。このステップを�回以上繰り返します。

�. 炊く米の量に応じて、適量の水を加えてください。

�. 内なべの外側の水滴をふき取り、炊飯器本体にセットします。内なべの外側や縁に米粒が付着し
ていないことを確認してから、蓋を閉めてください。

�. 電源コードをコンセントに差し込みます。

�. "メニュ" ボタンを押し、「雑穀米」機能を選択し、その後「スタート」ボタンを押して調理を開
始します。

�. 「ビープ音」が鳴り、ディスプレイのライトが一周回って表示された後、残り時間が表示されま
す。これは調理プロセスが開始されたことを示します。

�. 米が炊けたら、ブザーが鳴り、炊飯器は自動的に保温モードに切り替わります。

��. 蓋を開ける際は、蒸気でやけどをしないよう注意してください。

��. すべての雑穀米を取り出した後、炊飯器の電源コードを抜いてください。

�. 内鍋の最大目盛りを超えて米と水を入れないでください。
�. 個人の好みに応じて、米と水の比率を調整することができます。
�. 米を�時間以上保温しないでください。



��

冷凍米

注意

�. 付属の計量カップを使用して、米を内なべに入れてください。

�. 十分な水で素早く混ぜ、水が澄むまで流してください。このステップを2回以上繰り返します。 

�. 炊く米の量に応じて、適量の水を加えてください。

�. 内なべの外側の水滴をふき取り、炊飯器本体にセットします。内なべの外側や縁に米粒が付着し
ていないことを確認してから、蓋を閉めてください。

�. 電源コードをコンセントに差し込みます。

�. 「メニュー」ボタンを押し、「冷凍米」機能を選択し、その後「開始」ボタンを押して調理を開
始します。

�. 「ビープ音」が鳴り、ディスプレイのライトが一周回って表示された後、残り時間が表示されま
す。これは調理プロセスが開始されたことを示します。

�. 米が炊けたら、ブザーが鳴り、炊飯器は自動的に保温モードに切り替わります。

�. 蓋を開ける際は、蒸気でやけどをしないよう注意してください。

��. 冷凍米をすべて取り出した後、電気炊飯器の電源コードを抜いてください。

��. ���グラムの炊きたてご飯を、ラップの上に軽くのせ、押し固めないようにします。二重にし
たラップでしっかり包み、蒸気が逃げないようにし、厚さを約�～�センチメートルに保ちます
。余熱が取れたら、包んだご飯を冷凍庫に入れます。��時間後に取り出し 、電子レンジで���
ワットの設定で�分間加熱して食べられます。

�. 内鍋の最大目盛りを超えて米と水を入れないでください。
�. 個人の好みに応じて、米と水の比率を調整することができます。
�. 冷凍米は保温を必要とせず、調理後すぐに提供できます。



��

粥

スープ

注意

�. 付属の計量カップを使用して、米を内なべに入れてください。

�. 十分な水で素早く混ぜ、水が澄むまで流してください。このステップを2回以上繰り返します。

�. 炊く米の量に応じて適切な水量を加えます（内なべの粥用水位の目盛りまで）。

�. 内なべの外側の水滴をふき取り、炊飯器にセットします。内なべの外側と縁に米がついていな
いことを確認し、蓋を閉じます。

�. 電源コードをコンセントに差し込みます。

�. 「メニュー」ボタンを押して「粥」機能を選択し、その後「スタート」ボタンを押して粥の調
理プロセスを開始します。

�. 「ビープ音」が鳴り、ディスプレイのライトが一周回って表示された後、残り時間が表示され
ます。これは調理プロセスが開始されたことを示します。

�. 粥の調理プロセスが終了すると、ブザーが鳴り、炊飯器が自動的に保温モードに切り替わりま
す。

�. 蓋を開ける際は、蒸気でやけどされないように注意し、木べらで米をよく混ぜてください。

��. すべての粥を取り出したら、電気炊飯器の電源コードを抜いてください。

�. 内鍋の最大目盛（粥）を超えて米と水を入れないでください。
�. 個人の好みに応じて、米と水の比率を調整することができます。
�. 粥を温める時間は5時間以上にしないでください。

�. 具材をよく洗って内鍋に入れ、適切な量の水を加えます。

�. 内なべの外側の水滴をふき取り、炊飯器にセットします。内なべの外側と縁に米がついていな
いことを確認し、蓋を閉じます。

�. 電源コードをコンセントに差し込みます。

�. 「メニュー」ボタンを押して「スープ」機能を選択し、その後「スタート」ボタンを押して煮
込みプロセスを開始します。

�. 「ビープ音」が鳴り、ディスプレイのライトが一周回って表示された後、残り時間が表示され
ます。これは調理プロセスが開始されたことを示します。



注意

�. 蒸した食材の保温は�時間を超えないようにしてください。
注意

��

�. 煮込み工程が完了すると、ブザーが鳴り、炊飯器は自動的に保温モードに切り替わります。

�. 蓋を開ける際は、蒸気でやけどをしないよう注意してください。

�. 内鍋を取り出した後、炊飯器の電源コードをコンセントから抜いてください。

�. 内鍋の最大目盛りを超えて米と水を入れないでください。
�. スープ料理の保温時間は5時間以上にしないでください。

蒸し
�. 内鍋に水を「蒸し」の水位まで加えてください。

�. 内なべの外側の水滴をふき取り、炊飯器にセットします。内鍋の外側や縁に米粒が付着してい
ないことを確認してください。

�. 蒸す食材を付属の蒸し器に入れ、盖をしてください。

�. 蒸し器を内鍋に置いて、蓋をしてください。

�. 電源コードをコンセントに差し込みます。

�. 「メニュー」ボタンを押して「蒸し」機能を選択し、「開始」ボタンを押して蒸し調理を開始
してください。

�. 「ビープ音」が鳴り、ディスプレイのライトが一周回って表示された後、残り時間が表示され
ます。これは調理プロセスが開始されたことを示します。

�. 蒸し料理のプロセスが完了すると、ブザーが鳴り、クッカーは自動的に保温モードに切り替わ
ります。

�. 蓋を開ける際は、蒸気でやけどをしないよう注意し、食材の蒸し上がり具合を確認してくださ
い。

��. 蒸し料理プロセスが完了した場合は、過調理を避けるため、食品を取り出し、蒸気でやけど注
意してください。

��. すべての蒸した食品を取り出した後、電源コードをコンセントから抜いてください。



調理方法

蒸したプリンのレシピ/方法
デザート

�. デザートを保温するのは�時間以上は避けてください。
注意

�. まず、�つの卵黄をボウルに入れ、その後�つの全卵を加えます。��gの砂糖を加え、ワッシャー
でよく混ぜます。一方、牛乳���mlを小鍋で温め、鍋の縁に小さな泡が現れるまでにします。
(* この段階で、蒸し器を十分な蒸気が立つ状態まで温めておくと、その後の工程がスムーズに
進みます。)

�. ミルクを温めた後、ボウルの中に卵を泡立て器で混ぜながら、ゆっくりとミルクを注ぎます。
注ぎ終わった後、篩を一度通して卵液をフィルターします。これにより、食感がなめらかにな
ります。

�. 篩に通した卵液の上部の泡をスプーンで取り除き、その後容器に しく注ぎます。注ぎ終わっ
た後、大きな泡があれば、小さなスプーンやその他の道具で泡を破裂させたり、取り除いたり
して、仕上がりをより美しくします。

�. 内鍋に水を「蒸し」の水位まで加えてください。

2. 内なべの外側の水滴をふき取り、炊飯器にセットします。内鍋の外側や縁に米粒が付着してい
ないことを確認してください。

3. 準備した材料を容器に入れ、それを蒸しごう器に入れてください。

4. 蒸し器を内鍋に置いて、蓋をしてください。

5. 電源コードをコンセントに差し込みます。

6. "メニュー"ボタンを押して「デザート」機能を選択し、「スタート」ボタンを押して蒸し調理を
始めます。

7. 「ビープ音」が鳴り、ディスプレイのライトが一周回って表示された後、残り時間が表示され
ます。これは調理プロセスが開始されたことを示します。

8. デザート調理が終了すると、ブザーが鳴り、炊飯器は自動的に保温モードに切り替わります。

9. 蓋を開ける際は、蒸気でやけどに注意し、食品の蒸し具合を確認してください。

10. デザートの調理が完了したら、食品を取り出し、蒸気で火傷しないように注意してください。

11. すべての蒸したデザートを取り除いた後、電気炊飯器の電源コードを抜きます。
��



予約機能
予約機能利用可能なメニュー : 早炊き、白米、無洗米、雑穀米、お粥、煮込み、蒸し、デザート。
この例では、白米のタイマー機能設定方法を説明します。

注意

��

�.  付属の計量カップを使用して、米を内なべに入れてください。

�. 十分な水で素早く混ぜ、水が澄むまで流してください。このステップを�回以上繰り返します。

�. 炊く米の量に応じて適量の水を加えます（内なべ上の白米水位目安まで）。

�. 内なべの外側の水滴をふき取り、炊飯器にセットします。内なべの外側と縁に米がついていない
ことを確認し、蓋を閉じます。

�. 電源コードをコンセントに差し込みます。

�. 「メニュー」ボタンを押して、「白米」機能を選択します。

�. 「予約」ボタンを押すと、プリセットされたタイマーセッティングが表示されます。

�. 次に、「予約」ボタンを押して、必要に応じてタイマーセッティングを調整します。タイマーを
�時間に設定すると、�時間後に調理が完了します。

�. 「予約」ボタンを押して調理を開始します。「ビープ」音が聞こえ、設定した時間のカウントダ
ウンが始まったことを示します。

��. 米が炊けたら、ブザーが鳴り、炊飯器は自動的に保温モードに切り替わります。

��. 調理が終わったら、蓋を開けて必ずご飯全体をかき混ぜてください。

��. 米を取り出したら、炊飯器の電源プラグを抜いてください。

冷凍飯は予約調理をサポートしておりません：
予約 : 最初に「 早炊き 」ボタンを押して予約時間を設定します。次に「 早炊き」ボタンを押して
予約クッキングを開始します。
設定したタイマーが調理の完了時間を示します。予約を8時間設定すると8時間後にご飯が炊
き上がります。
ご飯の風味を保つために、予約の設定を12時間以上にしないことをお勧めします。
「 予約 」ボタンを短時間押すと、時間は0:10ずつ増加します；押し続けると、時間は
1:00ずつ増加します。
各機能の最低予約時間については、以下の表を参照してください。



保温／取り消し

保温
調理後、電気炊飯ジャーは自動的に保温状態に切り替わります。

調理中にないときや、タイマーが設定されていない場合、「 保温／取り消し 」ボタンを押すと、
電気炊飯ジャーは自動的に保温状態に切り替わります。

取り消し

機能設定中、機能を変更またはキャンセルしたい場合は、「保温／取り消し」ボタンを
押して設定プロセスを再開します。

調理を開始してから��秒以内に機能を変更またはキャンセルする場合は、「保温／取り消し」ボタ
ンを押して機能を再度選択します。

��秒以上経過後に機能を変更またはキャンセルする場合は、�秒以内に「保温／取り消し」ボタ
ンを�回押して機能を再度選択します。

注意

[ oh ] は�時間未満の保温時間を、[ �h ] は�時間、[ �h ] は�時間を示します。

設定可能な最大保温時間は��時間です。

風味に影響を与えないよう、保温時間を�時間以内に保つことをお勧めします。

保温モード中、内鍋の食品は�� ° C以上で間欠的に維持されます。

��

機能

早炊き
白米

無洗米

お粥
スープ

蒸し

デザート

最低予約時間
�:��:��

�:��:��

�:��:��

�:��:��

�:��:��

�:��:��

�:��:��



水位線の使用

白米および無洗米の場合、白米の目盛りまで水を加えてください。

最大の米の量 最小の米の量

玄米および雑穀米の場合、玄米の目盛りまで水を加えてください。

最大の米の量

お粥：お粥の場合、お粥の目盛りまで水を加えてください。

最大の米の量

最小の米の量

最小の米の量

��

蒸し調理：蒸し料理の場合は、内釜の「蒸し水位マーク」まで水を加えてください。水が多すぎると
沸騰時に溢れる恐れがあります。逆に少なすぎると、食材に火が通らない場合があります。

�.�杯 �.�杯

�杯 �.�杯

�.�杯 �.��杯



お手入れのしかた
お手入れの前に、必ず電源のプラグを抜いてください。

カバーの取り外し

矢印の方向に白いボタンを押してカバ
ーを取り外してください。( カバ
ーが前に傾きます )

ステップ �

清掃と乾燥後、
元の位置に再設置してください。

炊飯器本体の清掃

清潔な布でふく

ステップ �

カバーをつかんで持ち上げて
取り出します。

注意
炊飯器の内部を清掃後、必ず乾燥させてください。水があるときには電源をオンしないでください。

��



内なべ/蒸し器の清掃

清潔な水中に��分間つけて、残りごはんが完全に水を吸収するようにしてから、そのまま洗います
。

注意
内なべのコーティングを傷つけるのを避けるため、鋼線ブラシを使用しないでください。

乾燥

清掃後、内なべと蒸し器を乾燥させてください。

��



��

故障かな？と思ったら



��



異常表示 考えられる理由 解決策

E�

インジケータ
ーまたは状態

ライトオン メインサーミスタ（ボトム
センサー）断線

ライトオン E�

ライトオン E�

メインサーミスタ（ボトム
センサー）短絡

上蓋センサー（ハンドルサ
ーミスタ）断線 

ライトオン E� 上蓋センサー（ハンドルサ
ーミスタ）短絡

ライトオン EU 通信エラー

点滅 EU

電源コードを引き出
して再接続すると、
ディスプレイには同
じメッセージが表示
されます。メンテナ
ンスのために炊飯器
を最寄りのアフター
サービスセンターに
お送りください。

通信エラー

��
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